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中山間地域 における宿根性切 り花の有望品 目の選定
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1 はじめに

山形県の中山間地域では、転作田などの遊休農地の有

効活用が大きな課題となっており、気候条件に適し、省

力栽培が可能である程度の収益性が見込める作日の選定

が要望されている。

宿根性切り花は、性質が強健で、露地栽培が可能な種

類が多いため、中山間地域において有望と考えられ、ま

た、導入のためのコストが低く、省力栽培が可能である

などの特性を有している。しかし、宿根性花きについて

の、積雪寒冷地の中山間地域における栽培試験例が少な

い。

そこで、中山間地域の露地条件で、越冬が容易で、省

力的な栽培が可能な宿根性切り花の品目選定を行なった

ので報告する。

2 試験方法

(D栽培概要

試験は、山形県農業研究研修センター中山間地農業研

究部のほ場で、1999年から 2001年 までの 3年間行なっ

た。供試品日は、表 1に示した 30品 日、38品種のポッ

ト苗を用いた。

栽植様式は、うね幅 15m、 条間 40 cm、 株間 30 cm、 2

条植えとした。ただし、カンパニュラ・グロメラータは

条間 20 cm、 株間 20 cm、 3条植えで試験した。施肥は、

1999年は定植前、2000年および 2001年は融雪後に行っ

た。施肥量 (成分kg/10a)は N:10、 P205:15、 K2

0:10と した。試験規模は 1区 10株、反復なしとした。

9)選定基準

露地での越冬率が高く、強健で株の維持が容易で、切

り花本数が多く、切り花品質が良好で、降雨による花の

痛みがないものを選定した。

3 試験結果および考察

(l)越冬後の生存株率

越冬後の生存株率はエリンジュウム、エキノプス、ロ

ベリアが低く、夏期の高温と、雪による過湿が主な原因

と考えられた。他の品目は越冬率が高く、栽培上問題と

はならなかった (図 1)。

12)生育および切り花収量、品質

2001年の切り花本数が株当たり 10本以上であった品

日は、アストランチァ、シオン、ソリダスター、ヒメヒ

マワリ、ヘレニウム、ベロニカ、ユーパトリウム、リシ

マキア、ワレモコウ、アガバンサス、アルケミラ、セン

トランサス、ベンステモン、モナルダ、ヤナギバヒマワ

リ、ルドベキア、フジバカマの 17品日であつた。その中

で、茎数増加にともない、収穫しやすさ等に問題があり、

3年目に改植又は茎数制限が必要な品目は、リシマキア、

ユーパトリウム、ヘレニウム、ルドベキア、フジバカマ

の 5品 目であった。また、ペンステモン、ヤナギバヒマ

ワリの 2品目は切り花品質に問題があつた。トロリウス、

ソリダゴの 2品日は切り花本数がやや少なかったものの

切り花品質が良好で有望であった (表 2)。

以上の結果から、枯死する株が少なく、切り花品質が

よく、3年間の据え置き栽培が可能な品目はセントラン

サス、アストランチァ、 トロリウス、アルケミラ、ベロ
ニカ、シオン、モナルダ、ヒメヒマワリ、ソリダゴ、ソ

リダスター、アガバンサス、ワレモコウの 12品 日で、表

3に開花期を示した。

4 まとめ

積雪寒冷地の中山間地域において、越冬が容易で省力

的に栽培が可能な宿根性切り花の選定を行なった。

その結果、3年間据え置き栽培が可能な宿根性切り花

の有望品日は、切り花時期が 6月 ではセントランサス、

アストランチャ、 トロリウス、アルケミラおよびベロニ
カであり、7月 の場合は、シオン、モナルダ、ヒメヒマ

ワリ、ソリダゴ、ソリダスターおよびアガバンサスであ

り、8月 以降に有望な品目はワレモコウであった。
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図 1越冬後に枯死株が発生した品目の生存株率
(越冬後萌芽時調査、定植株数に対する割合 )
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表 1 供 試 品 日  品 和 と 定 種 時 期
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表 2  供試 した品 日の主な特性

種類名 品種名
3年 日
切花長 布望性

2
調査年 '別 切花本数

主な特性

スヒ・―ト リオン

｀ロニカ・ ロンキ フォリア

ロヘ・リア・ スヘ・シオーサ フ j「

68

30 136
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88 120 紫色の穂状花
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2年 目 、 20004F 3年 日 、
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